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 工SO七〇pedi■U七iOn皿ethodによるCOr七i80■分泌量測定の1万法を提示し,そ・
 の信頼性に関して検討を行った。又この方法を用いて正常例の安静時並びに重労働などのストレ
 ス時,及び副腎皮質機能異常を有すると考えられる諸疾患例につきCOrti80■分泌重を測定し,
 それらの成績を対比して,臨床的研究的応用に耐'えうると認められる正常範囲を'設定した。
 ◎⑬r蘭$嘱分泌量測定法
 七racerd-08eのcortisol-4,2-3Hを静注し,24時間尿の一」部を採り,β一
 guCuronidaseで水解してs七eroiα8を遊離させたoe七hy■ace七ate抽出及び
 si■icagelco■u}nnによ匂得られたerud-eex七ractから,e七hylene
 aicllloriae一{ormaτ虹(le8y's七emによ±フ七e'七ra亘yd.rOcQrti601(THF)及び
 tet「ahydτ'OCor七i80ne(THE)を分1著し・更1⊂TliFはBu・shB5s7stemて;又THE
 はE2Bsy」8te皿或1・まBushB5By8七emで}清幽～し,11quidsein七i⊥1a七ionco-
 untingとPorter-siユber択応により各々の比放射能を求め,これを以て投一与全放射能
 を除してそれぞ矛1.分泌量を算出した。
`
 測定法の信頼性に関する検討
 THEの精製にE2B8y8七e皿を用いた場合,THFから算出した分泌量とTHEから算出した
 分泌量はr般に一致せず,後者は前者の87±20(S.⊃.)%に分布した。両者のいずれがよ
 り真の分泌量を反映するかを検討するため,一定量のCOrtiso■(1日20～1601脇4～4
 回に分服)で維持されている延べ9例のhypoa吐renocOr七icism患者につき,見かけの
 分泌量を測定した。その結果,THFから算出した分泌量はCOr“so■投与量の99±26
 (8.D.)%の値を示したが7THEから算出した分泌量は投与量の62士27(S.D.)%とか
 なり低い値を示した。つまりTHEの比放射能が大きすぎることが判明した。そこでTHEの精
 製にE2B8y8七elnの代りにBU8hB5Sy8七emを用レ・てみたと～二ろ,THEから算出した
 分泌量はTHFから算出した分泌量の95±2(S.D.)%と,僅少のしかも再現性に富む差を以
 て一致した。この5%の差の原因としてはTHF標準物質の純度が疑われた。又この場合の統計
 誤差(S.D.±2%)が小さいことから,THr及びTHEの分離精製過程の上ではもはや問題は
 ないとオ孟損歩さ:れ,た。
 見かけのf分泌曇辻・Z)実験力・らは7測i定イ直の孟充言h約ぱらつきカis.D.±26%と二大きいために!:
 THFから算出した分泌量にむり'る測定法全体としての系統的誤差は・もしあったとしても大き
 くはないと雛走出果ただけで,その他を正確に慰賣ることは不可能であった。しかし系統的誤差
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 を生じうる各々の要因については,すべて一応の族副':士証一し眉シ,いずれもそ'の影響は僅少と判
 断或は推定香れるので7測定法全体としての系統的誤差も小さいと考えられる。見かけの分泌量
 の実験において大きな統言酌誤差を生じた原因としては,断続的なCOrtisO■投与によ蛎
 cortiso■代謝面での定常状態が乱されたことが考えられる。このように大きい統計誤差は一
 般の注意を守って行なわれる分泌量測定に際しては起り得ないと半掟された。
 健常者における◎O露慧SO月分泌量
 THFから算出した分泌量の平均値±S.D.(昭/day)は7安静時の正常10例では鱒.6±
 55,軽労働時の正常10例では橘7±52で両者間に有意差がなかった。某炭鉱坑内の高温
 (28～53℃)高湿(75～92%)環境下で採炭に従事する重労働者8例では1Z8±50で,
 平均値としては軽労働時のそれに比しやや高い値を示したが,各測定値の大半は軽労働塒のそ・れ
 の分布範囲内にあったσ以上の成績から安静時及び軽労働時各10例の和,計20例をもつて正
 常対照とすることとした。正常対照20例のcor七i80■分泌量は141±52昭/αay}単位
 体重当りでは251±55μ9/鞠/邑ay,単位体表面積当りではag±1.解早/㎡■乱ayであ
 り,分泌量の値は本邦報告例の多くと,又体重当り並びに体表面積当りの値はそれぞれ欧米諸家
 の報告と一致した・
 正欝範囲の設定
 corti80■分泌量,その単位体重当りかよび単位体表面積当りの値の各々について,それぞ
 れの平均値±2・S.D'を以て正常範囲と仮定すると,正常対照20例はいずれの場合にも全
 例この範囲内に含まれた。cor七i80ユ分泌量ではOu8hing症候群全3例は明らかな高値を,
 甲状腺機能亢進症全6例は正常上界よりCu.日hi且9症候群に匹敵する値を,又単純性肥満症全
 5例はいずれも正常上界付近の値を示した。重労働時の'被験例の大半は正常範囲内に含まれた。
 即ち職業として継続可能な労働によるストレスの大半はcort抽。■分泌量の測定によっては
 識別しえないものと解される。一方Ad硫80n病5例中4例は明らかな低値を示したが,Pa-
 r七ia■Ad且i80n病のり例は正常下界値を示した。諸種の原因による汎下垂体機能低下症5
 例中4例嫉明らかな低位を示したが,g■ucocor七icoidの置換療法を必要としなかった
 simlnon船病の1例は正常下界値を示した。
 単位体重当り及び単位体表面積当りの値についても同様に検討した結果,単位体重あたりの値
 の場合,単純性肥満症は全く正常範囲に含まれ,Cu8hing症候群が依然として高値を示した
 ことは,この値による比較が両者の鑑別に有用なことを意味するものと思われた。その他の面に
 関してはこれらの値はいずれも分泌量の絶対随とほぼ同程度の診断的価値を有すると認められ,、
 結局いずれの場合にも平均値±2・S.D.の範囲を正常範囲とすることが妥当と考えられたq
結語
 i80topedi■u七ion皿e七hoOによるCOr七i80■分泌量測定の1方法を提示した。
 本法によればかなりの精度でCOr七i80ユ分泌量を測定しうると考えられる。又この場合の正
 常範囲は,平均値±2・S.⊃.と設定することが妥当と考えられた。この範囲は分泌量の絶対値
 ではス8～2e.5昭■αay・単位体重当りでは445～558μ9/Kg/Oay・単位体表面積当
 りでは5.5～{2.6昭/・ガ/dayであった。
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 審査結果の要旨
 工so七〇ped.i■U七ion!nethOd.kよるCOrti80■分泌量の測1定は,re8七i皿9
 ■eve1にむける副腎皮質機能の最も正確左示標と左るものと思われるが,その実施にあたって
 は,t「aCor日tudyの例に洩れず,標識8teroidの安定性や放.射能計測法等に関して不
 明の点が少ぐ丘鴨
 著者は本邦でも入手の容易たcorti80ユー1,2一'望を用いて測定を試み7種々の技術的問題を
 解決した結果,一つの測定法に到達した。この論文にはこの測定法が詳細に示されて卦鮎又そ
 の信頼性に関して検討が行商われている。たとえば,測定の全過程を通じて放射性CO鴬i80■
 の標識が安定であることが示され,又測定精度に関する検討として,既知量cor七i80ユ内服に
 より維持されている副将皮質機能低下症例における測定値が,平均値として投与cor雄臼01量
 と一致したこと,並びに,尿中の2種類のcorti801代謝産物の比放射能からそれぞれ独立に
 算出された値が・互い咋僅少の差をもつて一致したことが示されている。
 著者はこの方法によ顔本邦健常成人20例につき測定したcorti301分泌量を哩4.」土三2
 (S・D・)脇/ビLayと報告している。この値は,欧米諸家による報告中のもっとも低い値と一致し
 ている。一方corもi80ユ分泌量は体重及び体表面積と正の相関を示すことが認められ,本邦入
 のcor七igoユ分泌量が欧米人のそれに比し僅僅を示すのも,その体格が4逝いためと推定して
 いる。
 次に藩老は,上記の正常平均±2・S.D.の範囲,すなわちだいたい8賜/dayから20鞭
 /αay迄を一応正常範囲とした場合,これにより病的状態あるいは異常状態の判定が可能であ
 るか否;かを,重労働左どのストレス下の症例並びに原発性或は続発性{て副腎皮質機首邑異常を来た
 している諸疾患例延35例について測定して穏た値と対比検討した結果,上記範囲を正常範囲
 とすることを妥当と認めている。左沿この中で,重労働者につき得られた!i憂は,平均値としては
 正常値に比しいくぶんの上昇を示したが,各測定値の大半は正常範囲内にあったことから,職業
 として継続可能な程度の肉体労働によるストレスの大半は,cor七犯的.分泌量の測定によって
 は識別しえないものと推論している。
 以上この論文は奮rOut工neworkとしてのcortieOl分泌壼測定を可能ならしめア本邦
 成人に関してより信頼性の高い正常値を提徴し,更に1鍛祥鋤1上妥当と認められる正一算獺を設
 定した点で,学位に価すると認める。
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